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メルジーネ・モチーフ史概観

ーフォンターネの小説における

メルジーネ・モチーフ考察のために－

筑和正格

はじめに

「序言」が湖のシーンで始まるフォンターネの『マルク・プランデンブ

ルク周遊記』 (1861-1888年）では、湖や水に関連する様々な記述を随所で

目にすることができる。確かにマルク地方は湖の宝庫である。それゆえ多

彩かつ頻繁な湖の記述は、この地方の紹介には湖への言及が欠かせない、

いやそれどころか、湖を語ることによってこそはじめてマルク地方を語り

うるのだ、というフォンターネの認識に由来しているのだろう。しかし、

『周遊記』において湖の記述が多出することには、はたしてそれだけの理

由しかないのだろうか。そこには、なお別の原因も働いているのではなか

ろうか。つまり、頻出する湖の描写は、湖もしくは水がフォンターネの意

識の深いところに何らかの影響を及ぼしている結果だと見ることができる

のではないだろうか。

彼の作品中の最高傑作であるか否かの判断はひとまず措くとしても、少

なくともこれに賭けた彼の並々ならぬ意気込みは否定できない作品、フォ

ンターネの最後の小説『シュテヒリン湖』（1898年）は、まさに湖を題名に

掲げており、さらにその名もずばりメルジーネという、水の精に由来する

名前をもっ女性が中心人物の一人として登場している。死期が遠からんこ

とを意識し、それゆえ自己の最も深い関心を表出したとも推測されるこの

作品で、よりによって「湖j、「メルジーネ」をテーマにしたということ

は、上述の「意識の深いところでの結びつき」を根拠づけるはなはだ暗示

的な事実ではなかろうか。
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さて、翻って、処女長篇歴史小説『嵐の前』が刊行される前年、 1877年

にフォンターネはすでに『メルジーネ』という断片を書いている。また

1882年にはそのモチーフを引き継いだ『オツェアネ・フォン・パルツェ

ファル』（断片）が書かれ、さらに話題作『エフィ・ブリースト』刊行の前

年（1895年）には、やはり断片ではあるが、フォンターネは『メルジーネ

・フォン・カドゥダル』を残している。この年譜的事実からだけでも、彼

のメルジーネ的なものへの傾斜が、小説家時代にも衰えることなく、

『シュテヒリン湖』まで脈々と息づいていたことがわかる。加えて指摘す

べきは、メルジーネ的要素は、実は何もタイトルにそれらしきものが明示

されている作品に限らず、今挙げ、た『エフィ・ブリースト』をはじめとし

て、他の幾つかの作品からも見て取れるということである。このようにメ

ルジーネ・モチーフは、フォンターネの小説世界を支える柱の一つであ

り、彼の小説世界を正確に理解するためには、看過できないモチーフだと

いえる。

そこで筆者は、『シュテヒリン湖』に最終的な照準を定めつつ、フォン

ターネの小説におけるメルジーネ・モチーフの展開、もしくは変遷を跡づ

けることを意図した。その第一段階である本稿では、フォンターネの作品

個々の具体的検討に先だって、その基礎固めの意味で、まずメルジーネ物

語の誕生、展開に焦点を合わせ、それを概観してみたい。ただしメルジー

ネ物語の展開に関しては、考察の対象を、 19世紀初頭に発表され、その後

の作品に多大な影響を与えた、ある物語に絞ることにし、それ以外の作品

は瞥見することで済ませたい。フォンターネの小説におけるメルジーネ・

モチーフ考察の基礎としては、初期のメルジーネ物語が具有する特徴と、

この「ある物語」に現れるそチーフがとりわけ重要な意味をもっているか

らである。

1 .メルジーネ物語の誕生

今からほぼ140年前にトマス・カイトリーが書いた『フェアリー神話学』

という本の中に「ほとんどすべての国々で、人間と異なり、またより高次
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の神話的存在とも違った別種の存在が人々の間で広く信仰されて」おり、

「それらの存在はふつう地下の洞窟とか、水底とかし、った独自の領域を住

かにすると信じられている」という一節がある。これは言うまでもなく妖

精信仰の起源に関する言及である。森や丘や荒野などに住む小さな妖精

で、音楽を奏でたり踊ったりするのが大好きなエルフをはじめ、 トロルあ

るいはマーリンなど、西洋では様々な妖精についての伝説が語り伝えられ

ているが、その中で今注目したいのは、 ドイツ語でニクス、あるいはニク

セと呼ばれる水の精である。その姿についても、地方によりまた時代に

よって多種多様な伝承があるが、その中の一例を挙げてみよう。ニクス

（男）は人間の男にそっくりだが、「歯が緑色で、緑色の帽子をかぶってJ

いる。またニクセ（女）は「美しい乙女の姿」をしていて、晴れた夏の日

などには、「岸や木の枝に座って、長い金髪の巻き毛にくしをいれている」

のがみられる。またこの妖精はしばしば「半人半魚Jとし、う特徴も備えて

いるようである。

次に注目したいのは、セイレーンである。ホメーロスの『オデュッセイ

ア』によって一躍その名を馳せ、ハイネが「ローレライ」にも歌ったこの

妖精は、もともとは半人半鳥の（ただし水性の鳥）存在とされていたが、

中世以降の物語ではその姿を半人半魚のものに変えられてゆく。セイレー

ンに関して広く知られていることは、この存在が歌、あるいはその声で船

乗りを魅了し、あげくの果てには破滅させていまうことである。つまりセ

イレーンは、「死を招く誘惑、愛の民、官能の危険、肉体美」を表象してい

る。しかしながら、セイレーンの存在意義は決してそれだけのレベルに留

まるものではない。たとえば『ニーベルンゲンの歌』に登場するセイレー

ン的存在である「さながら水鳥のように」 ドナウの流れに浮かぶ水の乙女

たち。，，merewip“[1535］と称され、ハゲネには，，allerwiseste wip （賢い

女よ〉“［1543］と呼びかけられるこの乙女たちは、グンテルとハゲネの一

行の来るべき滅亡をあらかじめ語る能力を備えている。つまりこの例が示

すのは、「予言すること」こそがセイレーンの果たす重要な役割だという

ことである。未来を見渡す力、予言能力をもっセイレーンを、「運命の女
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神Jと呼ぶこともできょう。

また太古から、「不死」性を象徴し、池や川、山や海、そして橋や建物な

どの守護神として知られている存在にドラゴンがある。このドラゴンの属

性は本来、脱皮を繰り返して（死と再生を繰り返して）、若返る蛇のイメー

ジから生まれてきた。そして天空の銀河こそは、その生と死のサイクルを

象徴するもので、しばしば死者の道、あるいは蛇の河とも称された。死者

の魂は銀河へと赴く。その銀河から再び地上に戻り、新しい肉体に住みつ

くのである。この循環はドラゴン・サイクルとも呼ばれ、四大の変換とも

同類視される。古代ギリシャのへラクレイトスは言う。アイテル（澄気）

として天空に充満している純粋な火は、士の中で凝固し水に変わり、容か

され熱せられると気となって立ちのぼり、再び火となる、と。かくして、

ドラゴンあるいは蛇のイメージは不滅の霊魂の象徴たる地位を獲得し、特

に高貴な一族の守護神として尊重されるようになる。ギリシャや中国など

に存在する半人半蛇の伝承は、一つには、蛇に付随するこうした超自然、的

力を人間に付与したいという意識の反映と見ることができる。

フランスにはヴィーウール（vouivre）という妖精についての言い伝えがあ

る。ラテン語のvipra（まむし）からその呼称が派生しているヴィーウ。ル

は、こうもりの翼と鷲の足、毒蛇の尾をもっている。額には小さな割れ目

があり、そこから赤いざくろ石がのぞいている。この石のおかげで様々な

魔法を使えるので、ヴィーウ守ルにとってはざくろ石が最高の宝なのであ

る。川や湖で、水を飲むために休むとき、この宝石をはずして傍らに置く習

性があり、そのときヴィーウールから宝石を盗む可能性が生じる。宝石がな

ければヴィーヴルは盲目になるからである。ヴィーウールは、伝承の中でい

つしか洞窟に財宝を隠しもつ美しい女妖精へと変化するが、それはヴィー

ヴルがすべて雌で、大地母神として信仰されていたことに関連しているの

であろう。ざくろ石を手にいれた男が、持ち主のヴィーウツレを妻にしたこ

とがあった。男はヴィーウールを大切にし、二人の聞には子どもも出来た。

しかしヴィーヴルはざ、くろ石を男から取り返すと、妖精の姿になって森へ

と飛び去り、二度と戻らなかった、という話もある。
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以上、水に深く関連する妖精と、同様に水に関連する、しかしまた四大

の他の要素とも関連するドラゴン・蛇についての伝承を概観したが、これ

から目を向けるメルジーネ像はこれらの伝承それぞれから、何らかの影響

を受けていると考えられる。特に概観の最後に触れたヴィーウールは、メル

ジーネ（フランス語でメリュジーヌ）と姉妹関係にあると言われている。

メルジーネ物語として最も名高いのは、『リュジニャン家の高貴なる物

語』という、フランスのジャン・ダラスが14世紀末に書いた話である。ま

たメルジーネ伝説の発祥地は、長い間フランスだとされていたが、実際は

この伝説はキプロスで生まれ、南フランスに伝わったという説が近年有力

視されている。そしてリュジニャン家は、一定期間キプロスを治めていた

ことがあり、その関係でこの家にメルジーネ伝説が結びついたようである

メルジーネ的存在が登場する最も古い現存する物語は、フ。ルゴーニュの

宰相Gervasiusが1210年に書いた OtiaJmperialia （『宰相閑話』？）だとさ

れている。この話はライムント（フランス語でレモンダン〉と妖精との物

語だということや、「裸を見てはいけなし、j というタブーが設定されると

いう点では後のダラスの物語とも共通性をもつが、しかし妖精に名前が与

えられていないという点では差異を見せている。つまりこの話はまだ一般

的なメルヒェンの枠内に留まっている。ダラスはその妖精をメリュジーヌ

と名づけ、この話をリュジニャン家のルーツを語る物語へと仕立て上げた

のである。

それでは一体メリュジーヌとは、具体的にはいかなる存在なのであろう

台、。

フランスのポワト一地方に、名門貴族ポワチエ伯の血縁にあたるリュジ

ニャン家が治める都市があり、その中央には人間わざとは思えないほど精

巧で堅固な城と教会がそびえていた。リュジニャン家の人々は高貴な妖精

メリュジーヌの末商とされ、それを誇りにしていた。メリュジーヌという

名前は「リュジニャンの母」という意味をもっている。彼女は優しい心根

の妖精で、長い金髪をもっ若く美しい女性の姿をしていた。以下にダラス

によるメリュジーヌ物語の梗概を紹介しよう。
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レモンダ、ンは、森で狩猟中に、誤って義父を刺し殺す。当惑して森

をさまよい、「渇きの泉Jにたどりついた彼に、泉で水浴中の美人三姉

妹の一人、メリュジーヌは、自分と結婚することと、しかし土曜日は

自分を自由にし、決して探さず、質問しないことを約束するなら彼を

窮地から救ってやると言う。彼は約束をし、彼女の助言どおり振る舞

うと、義父殺しの過失を問われずに、義父の領地を受け継ぐ。

結婚したメリュジーヌは、不思議な力を発揮する。財宝をたくさん

持って来たり、一夜にして立派な城塞や修道院を建立したりする。二

人には10人の男子ができたが、額に獅子の足のあざがある子、額のま

ん中にしか目のない子など、子供には変わったところもあった。しか

し彼らは皆立派な騎士に成長し、その名を馳せた。彼女はまた、夫に

なすべき仕事を告げ、その成功を予言した。また夫に、戦いで勝利を

もたらす魔法の石を与える。

土曜毎に姿を消し、翌日まで誰の目にも触れないメリュジーヌにつ

いて、「愛人と会っているJという噂が広まり、レモンダンの胸中に妻

への不信感が生まれる。彼は約束を破り、彼女を探しに出て、城の搭

で、水浴する彼女の姿を見た。メリュジーヌは上半身こそ女性であった

が、下半身は蛇の尾の形をしていた。夫の破約を見破ったメリュジー

ヌは悲鳴をあげて窓から飛び出し、大蛇に変身し、城の周りを旋回し

て姿を消す。しかし子供のことが忘れられず、人間の姿で密かに戻っ

て来ては子供をあやす。

その後夫は領地を息子たちに譲り、隠遁生活を送る。息子のジョブ

ロワが家督を継ぐ。物語の第二部は彼の英雄談を語る。

メリュジーヌの失綜以来、リュジニャン家に危機が訪れる 3日前に

なると、どこからか甲高い、身の毛もよだつような悲鳴が聞こえるよ

うになった。美しい乙女が窓の外で泣いていることもあった。メリュ

ジーヌが子孫の不幸を嘆きにやってくると、人々は噂した。

ニクセのように長い金髪をもち、セイレーンのように運命を予言する能
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力を備えるメリュジーヌは、蛇の姿をした空を飛べる存在で、あるが、この

空飛ぶ蛇の姿は、即、 ドラゴンのイメージと連結する。そこに、この物語

への（ヴィーヴル伝承を経由した？）ドラゴン伝承の波及も見て取ること

ができるわけである。また興味深いのは、秘密を知られたメリュジーヌの

人間界からの消え去り方が、ギリシャ悲劇のメディアの退場の仕方（竜車

に乗って去る〉を連想させるということである。このように、キリスト教

が西洋に浸透する以前からの伝承が、換言すれば、キリスト教の立場から

見て異教的要素が生き残っている例をメリュジーヌの物語から看取でき

る。しかしダラスは、異教的存在であるメリュジーヌに修道院を建てさせ

たり、彼女の子供たちにキリスト教精神をふまえた騎士道を歩ませること

で、キリスト教が異教的要素の上に君臨する結構の創出に腐心している。

ところで、このメルジーネ物語を、それと似た内容をもっ日本の昔話

「鶴女房」と比較してみると首をかしげさせられる点があるかもしれな

い。それは一「鶴女房」では、窮地を救ってもらったことに対する恩返し

として鶴が人間の姿をとり、人間に利益をもたらす。そこにはいわば「交

換の原理」が働いているが、それに対し、人間に様々な利益をもたらすメ

ルジーネは、一体人間の側から何か利益を得ているのか。あるいはただ一

方的に人間につくすだけなのか とし、う疑問である。

実はこの間には簡単に解答が与えられる。上の梗概では触れなかった

が、メリュジーヌとレモンダ、ンの物語には次のような前史があるからであ

る。

メリュジーヌは妖精ペルジーヌの娘であったが、母ベルジーヌは、

夫が約束を破って産梶を覗いたので夫と別れる。父にその行為の購い

を強いたメリュジーヌは、母からその罰として、土曜日毎に下半身を

蛇に変えられることになる。土曜日には彼女に会わないと約束する夫

と結婚するならば、メリュジーヌは人間界に留まることができる。た

だし夫がその約束を破るならば、彼女は永遠に救われることはない。
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要するに人間との結婚、それ自体がメリュジーヌにとって自己の救済の

ためには不可欠の条件なので、あった。彼女がレモンダンに声をかけたこと

の背景にはそうした必然』性があり、それゆえメルジーネ伝説においてもや

はり、互いに救済し合うという「交換の原理」が働いているのである。

メルジーネ物語が広く伝播したのは、人間と妖精存在との調和的結合が

人間の罪によって破壊されるというそチーフと、再帰する母のイメージが

感動的であったからなのかもしれない。またこの物語からは、自然に対す

る人間の文明化運動の進展を読みとることもできょう。つまり、自然に対

する人間の優位性が確立し、人間にとって自然がもはや以前のように単純

な畏怖の対象ではなくなり、むしろ人聞が馴化すべき対象になってしまっ

た。その結果、自然的存在を人間界に取り込み、そこから利益を引き出す

というこの物語のプロットが抵抗感なしに受け入れられた。メルジーネ物

語の成立と伝播の背景には、こうした歴史的現実も存在していたものと思

われる。

2. メルジーネ物語の展開

1456年、スイス人テューリング・フォン・リンゴ、ルテインゲンはメル

ジーネ物語をドイツ語に翻訳し、爾来この物語がドイツ語圏に広まって

いった。彼は翻訳の中で、非現実的な民話的要素と歴史的要素とをできる

かぎり融合させ、物語に現実性を付与することを試みている。またハン

ス・ザクス (1556年〉やアイラー (1598年）はその民衆本にさほど変更を

加えることなくドラマ化した。ノドト（1698年）はフランスの民衆本から

騎士恋愛物語を生み出したが、そこでは、メルヒェンと騎士の官険謹とが

分けられている。さらに近代のものとしては、ツァハリエ 0772年）のも

のが挙げられる。この物語は、メルジーネのかわいがっている猫の虐待が

原因でメルジーネとライムントが別れるというきわめて通俗的な結末を備

えている。

ドイツ語圏でのメルジーネ物語伝播を見るとき、否応なく同時に視野に

入ってくるもう一つの伝説がある。フケーが1811年に物語化したウン
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ディーネ伝説である。ウンディーネとは、ラテン語のunda（水）に由来す

る名前をもっ水の精であり、本稿の目頭で紹介したニクセの仲間であると

考えられる。ところで、銘記しておかなければいけないのは、 ドイツにお

いてはウンディーネ伝説とメルジーネ伝説はしばしば重なり合っており、

特にフケー以降両者はほとんど揮然一体となっているということである。

フケーのウンディーネ物語は、シュヴァルツバルトのシュタウフェンベル

ク家の伝説に依っているが、フケーがその伝説を知ったのは、 16世紀中頃

に書かれたパラケルススの『ニンフ、シルフ、ピグミ一、サラマンダーそ

の他の霊的存在についての本 （Liberde nymphis, sylphis, pygmaeis, et 

salamandris et de cateris spiritibus) ~を通じてであった。パラケルスス

は、霊的存在に対する人間の不実がその人間に死をもたらすという自分の

主張の証拠として、この伝説をもちだした。フケーが物語を作る以前に、

この伝説はまずフィッシャルトが民衆本化しており 0588年）、さらにア

ルニムは1806年の『少年の魔法の角笛』に採録したのみならず、 1810年の

『ドロレス伯爵夫人』にもシュタウフェンベルク家の末商の運命を描くと

いう形でこの素材を活用している。

それではメルジーネ物語とウンディーネ物語との間にはし、かなる差異が

あるのか。あるいはフケ一作の物語の特徴は何か。

フケーの『ウンディーネ』は、夫が最初から妻の超自然的素性を知って

いるという点でメルジーネ物語と相違している。それゆえタブーとして設

定されるのは、秘密の暴露ではなく、夫が心変わりをして水上で妻を罵倒

することである。つまり双方の間にあるのはタブーの種類の違いである。

しかしそれよりも、フケーがノξラケルススの自然霊のモチーフを、魂のな

い霊が人間との結婚により魂を獲得するというモチーフへと発展させたこ

とに目を留めるべきであろう。「精霊にとって永遠の魂を手に入れる唯一

の方法は、人間の息子や娘と愛情で結びつくことである。そこで人間と対

立世界に住む者たちとの結婚、あるいは内縁関係のさまざまな伝説が生ま

れてくるのである。」この「妖精が人間との結婚によって魂を獲得する」

というモチーフからは、人聞が自然存在に対して引力・求心力をもつこと
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を自明とする考え方、すなわち人間中心主義の思想が明確に読み取れる

が、それはさておき、このモチーフはフォンターネにも引き継がれている

ことをここで指摘しておきたい。本稿の官頭で紹介した『オツェアネ・

フォン・パルツェファル』の中で、たとえば死者を見ても何の反応も示さ

ないという例が示すように、まったく感情をもたない主人公オツェアネ

は、ある男性に情熱的に愛を告白されたとき、はじめて涙を流して言う、

「ああ、なんて幸せなんでしょう、泣けるなんて。」奔放で気まぐれだった

ウンディーネが結婚によって魂を獲得し、涙を流して感動する姿を即座に

連想させる件である。「魂の獲得」モチーフがフォンターネの最後の作品

まで、変更なしに保持されていたとは言いがたし、が、少なくとも『オツェ

アネ』執筆の時点までは、このモチーフがメルジーネのイメージに付随す

るものの一つであったことは確かである。

ダラスの描いたメリュジーヌは、（魔法をかけられて妖怪じみた姿を

とってはいるものの、もともとは人間なのであるという解釈もありえよう

が、にもかかわらず）妖精の娘であり異界の存在である。そのことは、た

とえば彼女が作った建物には必ず、石が一つ欠けていることとか、既述のよ

うに彼女の子供はなにかしら身体的欠陥をもっているということを通じて

暗示されている。この種の欠陥は、（キリスト教の観点からは〉悪魔との関

連を示す特徴なのである。ところがその一方で、熱心なキリスト教徒で

あったメリュジーヌは、「妖精でありながら、神の名を唱え、祈りを捧げる

ことができた。」ここには、本来は矛盾する二つの要素の並立が見られる。

異界から来た存在が、その異界的属性を保ち続けながらも、同時にキリス

ト教精神の遵守にも努めているのである。それは異教的なものがキリスト

教世界でもしぶとく生き延びている例とも解釈できるが、逆にキリスト教

が異教的なものを取り込んでいる一例ともいえる。そもそも、この物語を

書いたダラスの意図は、徳操が高く超人間的能力をも備えた存在を祖先に

もつリュジニャン家を称えるところにあった。そしてリュジニャン家も半

人半蛇の家紋を掲げそれを誇るのである。異教的要素を備え、そしてそれ

ゆえにこそ（セイレーンのように〉「賢い女」であるメリュジーヌ。彼女は
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魔的な力をもってはいても、慈愛に満ちた、聖母マリアを訪悌とさせる存

在であり、リュジニャン家の源をなす母親存在なのである。

フケ一作の物語もダ、ラスの物語と同様に、異界存在と人間との交流を

扱っている。しかしフケーの描く水の精ウンディーネには、母親のイメー

ジはない。ダラスが慈愛に満ちた母親像を創造したとすれば、フケーが描

き出すのは、母親存在ならぬ恋人存在としての水の精の姿である。そして

物語の焦点はあくまでもウンディーネとフルトプラントの恋愛関係そのも

のに合わせられている。二人の恋愛（＝人間と自然存在との交流）物語が

基盤とする思想は、略述すれば以下のとおりである。愛を媒介にして人間

と結びつくことで、自然は単なる自然、性からより高次の存在へと向上す

る。そのさい、人間同土の愛の結合よりも、自然のーエレメントである水

の精が人間と結びついた場合の方が、よりすぐれた存在になりうる。こ

の、当時の自然哲学の影響を受けた思想には「人間の原罪」とし、う意識が

深く関与しているものと思われる。人間とは違って、自然はいわば「無原

罪」なのであり、それゆえに魂を獲得し人間化した自然が人聞を超えた崇

高な存在となりうるのである。これは、前述の人間中心主義思想、の枠内に

留まってはいるが、明らかに自然性を評価・尊重する考え方である。「自

然性の評価」はむろん、「自然、」の対象化・客体化を試みる精神活動の所産

であり、その点に発展しつつある自然科学との関連性を認めることができ

る。しかし決して看過できないのは、この「自然性を評価する」思想を生

み出す歴史的・時代的状況である。すなわち「自然性を評価するJ傾向

は、 18世紀末に特に顕著になった「森林の減少J傾向と呼応しているので

ある。「森林の減少」とは、とりもなおさず「後退する自然」あるいは「自

然性の衰退Jを意味しており、それは「自然」が陥った危機状態の徴候で、

ある。自然性を意識し尊重する傾向は、この危機状態を敏感に察知した結

果生じた反応なのではないだろうか。

そして自然性の意識化は必然的に、その反作用としての人工性の意識化

を招来する。この自然J性・人工性の二項対立図式は、特に19世紀以降、文

学に限らず様々な分野で、また幾多のヴァリエイションの中で繰り返し採
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り上げられる、いわば近代的テーマなのである。むろん次稿で検討対象と

なるフォンターネの場合も、この自然性と人工性の関係は作品の中核をな

す重要なテーマであり、メルジーネ・モチーフもこのテーマと関連してい

るのは言うまでもない。

ここで19世紀以降の、メルジーネ／ウンディーネ・モチーフを扱った主

な作品を表にして展望することにしたい。繰り返しめくが、これらの作品

でメルジーネと名づけられる存在が登場する場合でも、その属性は限りな

くウンディーネ的であることがほとんどであるし、もちろん主人公たち

は、四大、特に水と深い関連をもっている。

メルジーネ・ウンディーネ物語のヴァリエイション (1800年以降〉

ジャンノレ 作者・タイトル他

物 語｜ティーク：『メω ーナの不思議な物語』 (1800）歌を挿入

した物語．

アルニム：『少年の魔法の角笛』 (1806)

『ドロレス伯爵夫人』 (1810)

アンデルセン：『人魚姫』 (1837）相手の心変わり．その相

手を殺さなし、かぎり、人魚姫の方が命を失う．

イェンセン：『エデ、ィストーン』 (1872）女主人公が、先祖

の話としてメルジーネ物語に類似した話を語る．

エラン：『メリュジーヌ』 (1919）ロマン派風の神秘性．

メリュジーヌは光を象徴する現代の女．

バッハマン：『ウンディーネは行く』 (1961)

オペラ｜ホフマン (1816）：『ウンディーネ』

ロノレツイング 0845): ,, 

グリルパルツアー（クロイツアー〉：『メルジーナ』 (1823)

中心モチーフが転換している：メルジーネが人間界に

入るのではなく、ライムントが妖精の世界に入り込

み、メルジーネに背を向けてそこから逃げ出し、最後

には泉に落ちる．騎士の役割がタンホイザーに似る．

ワーグナー：『妖精』 (1833-34) 彼の初めての完成作品。

人間に恋する妖精アーダ．素性を尋ねないという約束．
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ドヴォルジャーク：『ルサルカ』 (1900）フケーの『ウンデ

ィーネ』，ハウプトマンの『沈鐘』，アンデルセンの

『人魚姫』を混ぜ、たような話．人間に恋してしまう水

の精ルサルカ．

ライマン：『メルジーネ』 (1971)現代社会の中に置かれた

メルジーネ．開発と自然保護の対立．自然力も機械文

明の前では無力．

レー｜ギィロヴェツ他 (1836），へンツェ，アシュトン他 (1958).

戯 曲｜ハウプトマン：『沈鐘』 (1896）魂を獲得するというモチー

フはない．

ツックマイヤー： (1920）断片．

シロドー：『オンディーヌ』(1939）魂獲得のそチーフなし．

詩 ｜クロロー（1954)

ところで、フォンターネの小説におけるメルジーネ・モチーフを考察す

るにあたって、なお見逃すことのできない作品があることに言及しておか

なければならない。それは、 1774年に世に出ておおいに物議をかもした

ゲーテの『若きヴェルターの悩み』である。この青春悲恋小説では、世界

苦的憂欝を伴った疾風怒濡風の激情が支配する表の世界の背後に、実は見

た目にはそれとは分からない裏のモチーフが隠されている。この裏のモ

チーフこそが、ほかならぬメルジーネ・モチーフなのである。そしてこの

モチーフの展開法に関してフォンターネとゲーテとの聞には共通の傾向が

認められる。先に、「魂の獲得」モチーフにおけるフケーとフォンターネの

関連性について述べたが、メルジーネ・モチーフの展開方法を見る限り、

フォンターネは、実はゲーテの作品がもっ象徴性の影響を強く受けている

のではないかとの推測を禁じえない。この『ヴェルター』から読み取れる

メルジーネ・モチーフについては、フォンターネの作品におけるメルジー

ネ・モチーフ考察の中で具体的に検討するつもりである。

以上フォンターネの小説におけるメルジーネ・モチーフ考察の前段階と

して、メルジーネ・モチーフの歴史を概観したところで、ひとまず本稿を

閉じることにしたい。
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1) カイトリー、トマス（市場泰男訳）：妖精の誕生 フェアリー神話学。教養文
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2) 植田重雄：ヨーロッパの祭と伝承。 1985年 早稲田大学出版局。 168頁。
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15) Frenzel, Elisabeth : Stoffe der Weltliteratur. Krりner,Stuttgart 1976. 
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16) Erich & Beitl : a. a. 0. S. 553. 

17) ただしテューリングが翻訳した原典は、ダ、ラス作の物語ではなく、 1400年頃

に北フランスの吟遊詩人クルドレットが書いた韻文叙事詩『メリュジーヌ』

である： Roloff: a.a.O. S. 161 

18) Frenzel : a. a. 0. S. 488 489. 
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19) Frenzel : a. a. 0. S. 489. 

20) Mertens, Volker & Mtiller, Ulrich(hrsg.) : Epische Stoffe des Mittelalters. 

Krりner,Stuttgart 1984. S. 444. ここではウンディーネ伝説をメルジーネ伝

説のーヴァリエイションとしている。

またメリュジーヌを、アルパニアの王とウンディーネの娘とする説もある：

平凡社大百科辞典 14巻 1985年。 828頁。

テューリングの翻訳では、メルジーネはライムントのタブー破りの後も彼の

許に留まる。彼女が結局人間界を去るのは、息子ゴフロイ（ジョフロワ）の

神をも恐れぬ大罪にいたく立腹したライムントが、分別を失ってその悪行を

「水の妖怪（einMeerfein unnd ein Gespenst）」（Roloff: S. 84）であるメル

ジーネのせいにし、人々の面前で彼女を「悪しき蛇、恥ずべき妖怪（hose

Schlang unnd schendtlicher Wurm）」（Roloff: S. 86）と侮辱したさいのこと

である。

フケ一作の物語でも、ウンディーネに対する（水上での）罵倒がカタストロ

フをもたらした。興味深い類似性である。

21) Frenzel : a. a. 0. S. 771. 
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23) シュネデール、マルセル：フランス幻想文学史。クラテール叢書 8 1987年
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25) 動物シンボル事典 352頁。
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